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広 報 資 料                    令和３年８月１０日

（ 経 済 同 時 ）                 

  京 都 市

京都市交通局では，現行の地下鉄烏丸線車両２０編成のうち９編成を，令和３年度

から令和７年度にかけて新型車両に更新することとしており，第１編成目について

は，来春の営業運転開始を目指し，現在，竹田車両基地にて最終の調整を行って   

おります。

新型車両の外観及び内装デザインには，京都ならではの地下鉄として，京都の伝統

産業素材・技法を活用しましたので，その活用事例を御紹介します。

今回は，第一弾の「京都市交通局章」・「標記銘板」，第二弾の「釘隠し」・「吊手」

に続き，最後の第三弾として，内装デザインの「西陣織」・「京友禅」を御紹介します。

また，第一弾，第二弾で御紹介した局章など４点については，新型車両の完成を  

記念し，営業運転に先立ち一般販売を開始するとともに，京都ならではの伝統産業  

素材として，ふるさと納税の返礼品に出品する予定です。 

更に，地下鉄烏丸線新型車両につきまして，関係者向けの見学会を開催し，その  

様子を報道機関に公開しますので，併せてお知らせします。

１ 新型車両車内における京都の伝統産業素材の飾り付け 

先頭車両の多目的スペース「おもいやりエリア※」に設ける立ち掛けシートの構造

を工夫し，伝統産業の素材を飾り付けるガラス張りのスペースを設けました。   

新型車両全９編成の両先頭車にそれぞれ異なる素材を飾り付けます。（全１８種類） 

（１）飾り付け箇所（１号車，６号車）

先頭車両の車内の「立ち掛けシート」（１編成当たり計２箇所） 

地下鉄烏丸線新型車両の外観及び内装に京都の伝統産業素材・技法を活用！！ 

【 第三弾 ： 「西陣織」 ・ 「京友禅」 】 

第一弾，第二弾で御紹介した素材の販売及びふるさと納税の返礼品への出品が決定！ 

先頭車両「おもいやりエリア」の 

立ち掛けシート（イメージ）

立ち掛けシート

素材飾り付けスペース 

片面４面（両面合計８面） 

１面のサイズは縦３０㎝×横６０㎝程度

新車に乗ったら

伝統産業素材を

見つけてね！！

交通局高速鉄道部高速車両課

電話： 075-863-5263 

産業観光局クリエイティブ産業振興室 

電話： 075-222-3337

※ 「おもいやりエリア」 

車椅子やベビーカーを御利用のお客様のみ 

ならず，介添えの方，大きな荷物をお持ちの 

お客様にも安心・快適に御利用いただける 

よう，二段手すりや立ち掛けシートを設置 

二段手すり（両側） 
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（２）素材・技法 

京都市指定の伝統産業７４品目の中から，新型車両１編成目に飾り付ける素材 

として，「西陣織」と「京友禅」を選定しました。 

ア 西陣織の飾り付け（１号車） 

染色した糸を使用して織る先染織物である西陣織は，多色の糸により美しい 

模様を作ることができることが魅力の一つです。 

「おもいやりエリア」には，今回の素材提供に御協力いただいた西陣織工業 

組合が，新しく取り組んでいるタータンチェック柄のデザインを含む計８種類の

西陣織の生地を飾り付けます。 

① 栄華霰燦々文 

（えいがあられさんさんもん）

② 菱取七宝紋 

（ひしとりしっぽうもん）

③ 小袖葵文 

（こそであおいもん）

④ 松重ね紋 

（まつがさねもん）

⑤ 西陣タータン 

（にしじんたーたん）

⑥ 唐草文 

（からくさもん）

⑦ 千絣紋 

（せんがすりもん） 

⑧ 京格子に舞妓紋 

（きょうこうしにまいこもん）

飾り付ける「西陣織」のデザイン（イメージ）

【御協力いただいた方々】（敬称略） 

西陣織工業組合  電話：075-432-6131 URL：http://www.nishijin.or.jp/

西陣帯地青年会  

西陣金襴青年会  

※素材については無償で御提供いただいております。 

「西陣織」の製作風景（製織）

製織（せいしょく）と呼ばれる，

縦糸と横糸を１本ずつ通して， 

手機（てばた）で織る作業 
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イ 京友禅の飾り付け（６号車） 

京友禅の特徴は，豊かな色彩と，デザインに草花や器物を表現する友禅模様と  

呼ばれる文様です。また，もう一つの特徴が丁寧な手仕事による分業制であるこ

とから，「おもいやりエリア」には，１枚の白生地が京友禅として順番に仕上が

っていく様子が分かるよう，各工程における実物の生地と写真をセットにして 

飾り付けます。 

① 全体工程 ② 下絵（したえ） 

青花液で模様を描く

③ 糊置（のりおき） 

下絵の線に沿って糸目糊を置く

④ 伏糊（ふせのり） 

模様を糊で覆い地色を入れない

⑤ 引染（ひきぞめ） 

刷毛でムラの出ないように染める

⑥ 挿し友禅（さしゆうぜん）

筆と刷毛で模様に色を挿す

⑦ 金彩（きんさい） 

金・銀の箔や粉で装飾 

⑧ 刺繍（ししゅう） 

模様に気品と華やかさを表現 

（「 

飾り付ける「京友禅」のデザイン（イメージ）

「京友禅」の製作風景（刺繍）

【御協力いただいた方々】（敬称略） 

京友禅協同組合連合会 電話：075-255-4496  URL：http://www.kyosenren.or.jp/

木村染匠株式会社   電話：075-823-7700  URL：http://www.kimurasenshow.co.jp/ 

※素材については無償で御提供いただいております。 

色鮮やかな糸や金糸・銀糸を使った 

刺繍（ししゅう）を行う作業 

（最終工程） 
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２ 新型車両に活用した伝統産業素材の販売及びふるさと納税の返礼品への出品 

第一弾，第二弾で御紹介した局章など４点については，営業運転に先立ち    

令和３年１０月中旬頃から，数量限定の受注生産で一般の方々への販売を開始しま

す。また，１１月初旬頃からは，ふるさと納税返礼品としても出品を予定しています。 

詳細は決定次第，交通局ホームページ等でお知らせします。 

① 局章（金属工芸） 

 ② 標記銘板（京象嵌） 

 ③ 釘隠し（金属工芸） 

 ④ 吊手（北山丸太，京くみひも） 

３ 新型車両の関係者向け見学会の開催 

新型車両導入に御協力いただいたデザイン懇談会や伝統産業の関係者の方々に， 

完成した新型車両を御覧いただく見学会を開催します。 

なお，本見学会は報道機関に公開します。 

（１）開催日時 

令和３年８月１７日（火），午前１０時から２時間程度を予定 

（２）場所 

地下鉄烏丸線竹田車両基地（伏見区竹田西段川原町１８）  

（３）参加者 

京都市長，京都市会議長，副議長，デザイン懇談会関係者，伝統産業関係者ほか 

（４）内容 

   ・新型車両（外観及び内装デザイン，京都の伝統産業素材・技法の活用）の見学 

   ・デザイン懇談会関係者，伝統産業関係者への感謝状授与 

（５）その他 

一般の方向け見学会は，令和３年１０月頃に開催を予定しておりますので，詳細

が決まり次第，交通局ホームページ等でお知らせします。 

販売・ふるさと納税の返礼品として出品を予定している 

伝統産業素材（イメージ）

①京都市交通局章 ②標記銘板 ③釘隠し ④吊手 

【取材の申し込み先】 

取材を希望される場合は，令和３年８月１６日（月）正午までに， 

京都市交通局高速鉄道部高速車両課（電話：075-863-5263，担当：赤松，林）へ 

御連絡ください。（平日９時～１７時） 

※ 取材に当たっては，マスクの着用等，感染拡大防止対策をお願いします。 
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（参考）新型車両導入までの経過・今後のスケジュール 

平成２９～３０年度 
「地下鉄烏丸線車両の新造にかかるデザイン懇談会」開催 

（計５回） 

平成３１年３月 新型車両デザイン投票にて外観・内装の最終デザイン決定 

令和元年 ８月 契約・設計開始 

令和２年 ４月 製造開始 

令和３年 ７月 
１編成目搬入（竹田車両基地） 

※以降，各機器の調整・機能検査，試験運転等実施 

令和４年 春 営業運転開始 


